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2.6 地上レーザ測量 

 

 

図 28 地上レーザ測量 

2.6.1 主な特徴 
地上レーザ測量の主な特徴を次に示す。 

 
（１）メリット 

ア 機器性能の向上により、照射距離が 500m 以内の場合、2～3cm 程度の位置精度（地図情報レベ 
ル 250）が得られるようになってきた。 

イ 計測の準備作業が軽減でき、また計測時間も短いために測量作業が大幅に効率化する。 
ウ 高精度で高密度な点群データが取得でき、鳥瞰的な表現や実測でなく点群データを用いた縦断図・

横断図作成が可能である。 
 
（２）デメリット 

ア 現地に立ち入れない区域は計測できない。 
イ 計測箇所をピンポイントに計測できない。 
ウ 地表面の計測では、レーザ光が機器から遠ざかるほどレーザ光の照射範囲（スポット径）が楕円形

状になり精度が落ちる。 
エ 機材設置の移動が多くなると、その都度、標定点の計測が必要となるため非効率になる場合がある。 

 
（３）地形測量精度 

農林水産省農村振興局測量作業規程で測量を実施する場合は、数値地形図データの地図情報レベル 250
及び 500 を標準としている。また、地上レーザ観測では、複数時期の３次元点群データを取得する場合

の観測条件と観測時期間の標高の較差（標準偏差）の標準が定められている。 

表 16 測量精度 

地図情報レベル 水平位置の標準偏差 標高点の標準偏差 等高線の標準偏差 
250 0.12m 以内 0.25m 以内 0.5m 以内 
500 0.25m 以内 0.25m 以内 0.5m 以内 

 

出典：「農林水産省農村振興局測量作業規程」 

 
 

地上レーザ測量は、地上でレーザスキャナを用いて３次元点群データを取得する手法である。 
一般的に近距離タイプと長距離タイプの 2 種類がある。公共測量を行うために利用する農林水産省

農村振興局測量作業規程に、「地上レーザ測量」、「地上レーザ点群測量」として公表されている。情報

化施工技術活用工事では、舗装工の出来形管理のほか、施工前の起工測量、土量の出来高管理（平均断

面法ではない正確なボリューム計算）に有効とされている。 
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表 17 地上レーザ観測による標高の格差と観測条件 

対象 
観測時期間の標高の較差 

（標準偏差） 
観測条件 

放射方向の観測点間隔 最小入射角[度] 
水平面  5mm  250mm 4 
水平面 10mm  500mm 2 
斜面 20mm 1000mm － 

 

出典：「農林水産省農村振興局測量作業規程」 

 
３次元点群データ作成では局地的な範囲での相対的な関係を意識した測量を、それぞれ行うことにな

り、求められる位置精度の意味や許容範囲の値は異なってくる。 
 

2.6.2 主な利用場面 
他のレーザ計測手法に比べ、高精度で高密度な点群データが取得できることから、従来は遺跡調査に使

用されたが、最近では情報化施工技術活用工事における舗装工事の出来形管理のほか、設計のための３次

元測量で使用されるケースが増えている。農業農村整備分野における活用事例として、コンクリート構造

物改修工事での現況測量及び完工測量に利用されており、高い計測精度と３次元点群データの取得による

等高線の明示等の機能により、業務全体の効率化・精度向上に大きく寄与している。 
 

 
 

図 29 地上レーザ測量の活用範囲 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第２章 測量（令和４年３月 国土交通省） 

計測データを活用した地形把握 
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図 30 地上レーザ測量の利用場面 

出典：第４回インフラメンテナンス大賞 ICT を活用した曲面形状のコンクリート構造物（固定堰）の改修 

           （加治川用水農業水利事業加治川右岸頭首工改修建設工事）  
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2.7 UAV レーザ測量 

 

【解説】 
UAV レーザ測量は、UAV 写真測量や UAV 写真点群測量にないメリットを有することから実用化が進

んできた。設計のための３次元測量では、地図情報レベル 500、1000 での地形測量において、樹木の影

響が小さく高密度な点群データが取得できることから、地上レーザ測量とともに活用が進んできた。 
 

  

図 31 UAV レーザ測量を利用した点群データ段彩図、断面図 

出典：BIM/CIM 活用ガイドライン（案）第１編 共通編 第２章 測量（令和４年３月 国土交通省） 

 

2.7.1 主な特徴 
UAV を用いたレーザ測量による３次元点群測量の主な特徴を次に示す。 

 
（１）メリット 

ア レーザを利用するため、フィルタリングと組み合わせることで樹木が存在する状況で、地面を計  

測可能。 
イ 十分な日照が得られない場合でも計測が可能。 
ウ 局地的な範囲の点群データ取得が可能である。 
エ 人が立ち入れない箇所でも、計測が可能。 

 
（２）デメリット 

ア UAV の落下に対する安全の確保が必要。 
イ 取得データの計測密度にばらつきがある。 
ウ 強風や雨などの天候により計測できない。 
エ 航空法等の規制により利用できない地域がある。 

  

UAV レーザ測量は、UAV にレーザスキャナを搭載して、空中から面的に３次元で地形を計測する手

法である。レーザスキャナや GNSS/IMU システムの小型化の進歩は著しく、UAV への搭載を目的と

した機器も登場し、計測に用いる機器の組合せが多様に存在する。また、現在も技術開発が進行中で、

今後も進化する可能性がある。このため、利用に当たっては目的や要求仕様に対応した機器を選択す

ることが重要である。また、高精度に計測を実施するために UAV レーザ機材の性能について、

GNSS/IMU、レーザスキャナ、UAV 機体の標準仕様が定められている 
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 地形測量精度 
 

表 18 各成果品目におけるオリジナルデータの要求点密度 

成果品目 要求点密度（標準値） 

グラウンドデータ 

グリッドデータ 

等高線データ 

(植生の影響が小さい箇所) 

10～100 点／m2※1 

グラウンドデータ 

グリッドデータ 

等高線データ 

(植生の影響が大きい箇所) 

20～200 点／m2※1 

数値図化(地図情報レベル 500) 400 点／m2 

数値図化(地図情報レベル 1000) 100 点／m2 

※１ 要求密度は求める地形の詳細度を考慮 

      標準的には、50cm グリット、1m 等高線を作成するグラウンドデータは概ね 4点／㎡以上 
出典：「UAV 搭載型レーザスキャナを用いた公共測量マニュアル（案）」 

 

表 19 出来形管理要領におけるグリッド化の要求点密度 

利用目的 グリッド化後の点密度 

出来形計測 100 点／m2※2 

起工測量 4 点／m2※2 

※２ 現地の植生状況に応じて適宜増やす必要あり 
出典：「UAV 搭載型レーザスキャナを用いた公共測量マニュアル（案）」 

 

表 20 各成果品目におけるオリジナルデータの要求精度 

成果品目 要求精度（標準値） 要求精度（対象） 

グラウンドデータ 

グリッドデータ 

等高線データ 

0.1m（標準偏差） 標高 

数値図化 

(地図情報レベル 500) 

0.15m 以内（許容範囲）※3 水平位置 

0.2m 以内（許容範囲）※3 標高 

数値図化 

(地図情報レベル 1000) 

0.3m 以内（許容範囲）※3 水平位置 

0.3m 以内（許容範囲）※3 標高 

※3 道路の図化を想定し、準則 188 条 4 項の車載写真レーザ測量における基準を準用した場合 
出典：「UAV 搭載型レーザスキャナを用いた公共測量マニュアル（案）」 

 
表 21 出来形管理要領における要求精度 

利用目的 要求精度（標準値） 要求精度（対象） 

出来形計測 
すべての調整用基準点に 

おける較差±5cm 以内 
X,Y,Z の各成分 

起工測量 
すべての調整用基準点に 

おける較差±10cm 以内 
X,Y,Z の各成分 

 

出典：「UAV 搭載型レーザスキャナを用いた公共測量マニュアル（案）」 
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2.7.2 主な利用場面 
UAV レーザ測量は、有人による航空レーザ計測に比べ局所的な計測に向き、対地高度が低いため高密度

な点群データの取得が可能である。グランドデータによる設計のための３次元測量や砂防における地形判

読のほか、フィルタリングしていないオリジナルデータを活用した森林の樹高解析、送電線等との離隔距

離の確認など施工計画や施設管理にも活用することができる。2 時期の点群データの差分解析による災害

時の把握等にも利用される。また、ICT 土工における高効率・高精度な施工管理に用いることもできる。 
参考：航空法に規制される UAV 飛行禁止区域のうち、空港周辺及び人家の密集地域（DID 地区）につ

いては、「地理院地図」（https://maps.gsi.go.jp/）」に掲載されている「人口集中地区」及び「空港等の周辺

空域」を表示させることで確認することができる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 32 「地理院地図」による「人口密集地区」と「空港等の周辺空域」の表示例 
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【コラム】UAV レーザ計測のため池堤体及び周辺概査への適用に向けた研究開発 

ため池の迅速かつ低コストな改造技術の開発に当たり、３次元デジタル施工図面を利用したデジタル調

査・施工技術の開発として、UAV レーザ計測のため池堤体及び周辺概査への適用の検証が進められている。

検証は、対象のため池の堤体、構造物、周辺に対し、UAV レーザ測量を実施し、それぞれの精度・再現性

を定量的に評価するものである。 
現在、UAV レーザ測量は樹木がある条件下でも高い精度を持つことが分かっており、堤体形状の把握に

おいて有効である他、構造物の測量においても高い精度を持つことが分かっている。また、同手法は樹木

のある条件下でも広範囲の地形計測を効率的に行うことができることから、３次元データ活用・情報化施

工の観点からは、ため池改修工事に先立つ計画平面図・施工図の効率的な作成に有効と考えられる。 
 
 

      
 

図 33  UAV レーザ計測のため池堤体及び周辺概査への適⽤結果 
出典：UAV レーザ計測のため池堤体及び周辺概査への適用  

（国研）農業・食品産業技術総合研究機構 農村工学研究部門（R4.12） 

 
 
 

   

堤体形状の再現 
構造物(洪水吐)の再現 

ため池周辺の UAV レーザ測量結果 
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